
食
育
と
農
業
の
発
展
に　
　
　

食
育
と
農
業
の
発
展
に　
　
　

市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
天
童
市

市
を
挙
げ
て
取
り
組
む
天
童
市

　
天
童
市
は
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
有

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
育
・
地
産
地

消
を
市
の
施
策
の
目
玉
と
し
て
、
天
童

市
食
育
・
地
産
地
消
推
進
計
画
を
令
和

５
年
３
月
に
策
定
し
た
。

　

食
は
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
り
、

市
民
一
人
一
人
が
食
の
重
要
性
を
改
め

て
認
識
し
、
食
に
関
す
る
知
識
と
食
を

選
択
す
る
力
を
習
得
し
て
適
切
な
食
生

活
を
実
践
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

し
て
い
る
。

　
こ
の
計
画
の
食
育
・
地
産
地
消
を
関

係
機
関
が
連
携
し
て
推
進
し
、「
市
民
一

人
一
人
が
食
へ
の
理
解
を
深
め
、
健
康

で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
」
を
目
指
し
て
い
る
。

「
食
育
」「
地
産
地
消
」に
向
け
た

「
食
育
」「
地
産
地
消
」に
向
け
た

取
組
取
組

●
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
Ｐ
Ｒ
推
進

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
ラ
・
フ
ラ

ン
ス
の
認
知
拡
大
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
を
目
指
す
た
め
、
令
和
５
年
度
よ
り

ラ
・
フ
ラ
ン
ス
の
Ｐ
Ｒ
事
業
を
実
施
。

●
生
産
者
と
の
連
携
・
協
力

初
夏
の
さ
く
ら
ん
ぼ
、
桃
、
ぶ
ど
う
、

梨
、
そ
し
て
冬
の
り
ん
ご
と
四
季
折
々

の
天
童
の
代
表
的
な
果
物
を
掲
載
し
た

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
、
農
家
の

方
々
が
作
っ
た
果
物
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
。

●
学
校
給
食
の
取
組

山
形
県
か
ら
の
補
助
金
を
活
用
し
、

県
産
野
菜
、
県
産
加
工
品
、
米
粉
製
品

等
を
学
校
給
食
に
導
入
。
さ
ら
に
、
令

和
６
年
度
か
ら
は
天
童
市
産
ブ
ラ
ン
ド

米
「
つ
や
姫
」、「
雪
若
丸
」、
さ
く
ら
ん

ぼ
「
や
ま
が
た
紅
王
」
を
給
食
で
提
供
。

地
元
で
取
れ
た
米
・
野
菜
を
生
か
し

地
元
で
取
れ
た
米
・
野
菜
を
生
か
し

た
食
育
・
地
産
地
消
の
研
究
が
必
要

た
食
育
・
地
産
地
消
の
研
究
が
必
要

天
童
市
で
は
食
育
に
力
を
入

れ
、
地
元
産
の
野
菜
や
ブ
ラ

ン
ド
米
、
さ
く
ら
ん
ぼ
を
全
小
中
学
校
の

学
校
給
食
で
提
供
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　
地
産
地
消
で
は
、
日
本
一
の
生
産
量
を

誇
る
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
を
筆
頭
に
、
地
元
の

農
産
物
を
開
拓
、
商
品
化
し
、
６
次
産

業
化
と
す
る
取
組
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
食
育
・
地
産
地
消
の
先
進

地
で
あ
る
天
童
市
の
状
況
か
ら
、
玉
村

町
で
は
「
道
の
駅
玉
村
宿
」
で
地
元
産

の
農
産
物
の
販
売
が
見
ら
れ
る
が
、
地

産
地
消
推
進
を
掲
げ
て
農
業
振
興
等
に

取
り
組
む
に
は
、
専
門
的
な
農
業
従
事

者
の
数
や
生
産
量
が
足
り
な
い
。

　
ま
た
、
学
校
給
食
に
範
囲
を
広
げ
て

小
中
学
生
の
食
育
も
進
め
る
天
童
市
の

試
み
は
、
規
模
の
大
き
な
取
組
で
あ
り
、

玉
村
町
が
す
ぐ
に
真
似
で
き
る
も
の
で

は
な
い
が
、「
食
育
」
と
い
う
面
か
ら
、

農
業
・
商
業
・
教
育
に
ま
た
が
る
地
元

産
の
特
産
品
を
改
め
て
捉
え
直
し
て
地

域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
取

組
は
、
玉
村
町
の
食
育
・
地
産
地
消
を

考
え
る
上
で
大
い
に
参
考
に
資
す
る
も

の
で
あ
っ
た
。

視視点点
議会の議会の

民生
文教
常任委員会

委
員
長
羽
鳥
光
博
　
副
委
員
長
堀
越
真
由
子
　
委
員
月
田
均
・
備
前
島
久
仁
子
・
浅
見
武
志

食
育
・
地
産
地
消
は

命
の
源「
食
」を
大
切
に
す
る

研究テーマ：食育・地産地消の推進について
 山形県天童市を視察

研究テーマ：玉村町の農業について
 玉村町農業公社を視察

所管事務調査日：令和６年 10 月４日 常 任 委 員 会  調 査 研 究 レ ポ ー ト 所管事務調査日：令和６年 11 月７日

総務
経済
常任委員会

委
員
長
小
林
一
幸　
副
委
員
長
松
本
幸
喜　
委
員
笠
原
則
孝
・
三
友
美
惠
子
・
髙
橋
茂
樹
・
新
井
賢
次

玉
村
町
の
農
業
の
現
況
は

玉
村
町
の
農
業
の
現
況
は

　
玉
村
町
の
面
積
２
５
７
８
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
う
ち
、
農
地
は
約
31
％
の
８
２
３

ヘ
ク
タ
ー
ル
。
担
い
手（
認
定
農
業
者
、

認
定
新
規
就
農
者
等
）へ
の
集
積
率
は

73
・
２
％
と
な
っ
て
い
る
。

水
田
で
は
、
主
に
水
稲
と
麦
類
が
同

じ
水
田
で
時
期
を
ず
ら
し
て
作
付
け

す
る「
二
毛
作
」で
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

水
稲
は
、
主
食
用
米
の
ほ
か
※
Ｗ
Ｃ
Ｓ

用
稲
、
米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
が
生
産

さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
麦
に
つ
い
て
は

小
麦
、
二
条
大
麦
、
六
条
大
麦
が
作
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
米
麦
の
ほ
か
、
主

に
施
設
野
菜
で
は
ナ
ス
・
キ
ュ
ウ
リ
・

ト
マ
ト
・
春
菊
な
ど
が
、
露
地
野
菜
で

は
ナ
ス
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
が
作
ら

れ
て
い
る
。

　
畜
産
で
は
牛
豚
の
生
産
が
行
わ
れ
て

お
り
、
牛
が
５
戸
、
豚
が
１
戸
と
な
っ

て
い
る
。

農
地
利
用
集
積
に
寄
与

農
地
利
用
集
積
に
寄
与

「
玉
村
町
農
業
公
社
」

「
玉
村
町
農
業
公
社
」

　
玉
村
町
農
業
公
社
は
、
農
地
の
集
積

や
農
作
業
受
託
、
農
業
機
械
の
貸
出
し

を
行
う
ほ
か
、
町
か
ら
ふ
れ
あ
い
農
園

の
管
理
運
営
業
務
を
受
託
し
、
契
約
事

務
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

主
に
行
っ
て
い
る
の
は「
農
地
利

用
集
積
円
滑
化
事
業
」及
び
群
馬
県
農

業
公
社
と
連
携
し
て
行
う「
農
地
中
間

管
理
事
業
の
窓
口
業
務
」で
あ
る
。
こ

の
取
組
は
、
農
地
利
用
集
積
に
寄
与

し
、
年
度
末
の
合
計
面
積
の
実
績
は

４
４
５・７
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
、
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
Ｗ
Ｃ
Ｓ
事
業
で
は
、
52
・
８
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
作
付
け
・
刈
り
取
り
を
行
い
、

４
０
３
４
個
の
ロ
ー
ル
の
販
売
実
績
が

あ
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
・
地
産
地
消
の

ス
マ
ー
ト
農
業
・
地
産
地
消
の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を

ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を

委
員
か
ら
、
地
産
地
消
の
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
や
、
若
い

農
業
者
を
育
て
て
い
く
体
制
整
備
、
経

営
体
質
を
変
え
る
こ
と
で
経
営
意
識
を

変
え
て
い
く
こ
と
な
ど
の
意
見
が
あ
っ

た
。ロ

ボ
ッ
ト
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
先
端
技
術

を
活
用
す
る
ス
マ
ー
ト
農
業
や
地
産
地

消
、
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
を
行
っ
て
い

く
た
め
に
、
若
い
農
業
者
の
育
成
や
新

規
農
業
者
を
増
や
す
取
組
を
町
に
期
待

す
る
。

※
Ｗ
Ｃ
Ｓ
（
ホ
ー
ル
ク
ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
）

水
稲
の
モ
ミ
と
ワ
ラ
を
分
け
ず
に
収
穫
・

梱
包
し
、
乳
酸
発
酵
さ
せ
た
牛
の
飼
料
。

視視点点
議会の議会の

天童市は人口６万３５６人、
高齢化率３１.１％ （令和６
年８月末）。将棋駒の生産
地としても有名。山形県
の村山盆地にあり、内陸
性気候の自然に恵まれた
地域である

（天童市役所にて）

農業公社が貸出している農業機
械。貸出しにより、農業者のコス
ト削減に取り組む

農
業
の
担
い
手
を

支
援
・
育
成
し
て
い
く
体
制
整
備
を

玉村町ＨＰ
「農業」

天童市食育・
地産地消推
進計画
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